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研究成果の概要（和文）：中世イスラーム社会研究の第一級資料としてのアラビアンナイトが持
つ社会文化史的意義に着目し、世界に散在する文献資料の発掘、整理、分析を通して中東世界
における同物語集の原型、社会的受容、変遷を究明し、さらに欧米・日本におけるアラビアン
ナイトの受容、中東イスラーム世界における再受容について分析することによって、アラビア
ンナイトを媒介とした文明的往還による文明間相互イメージの形成メカニズムを解明した。 
 
研究成果の概要（英文）：Focusing on the cultural and social values of the Arabian Nights 
in the Arab-Islamic history, we have investigated an original form of this story 
collection in the Middle East through the excavation and arrangement of the manuscript 
material that lies scattered in the world, with the result that our discussion about the 
reception of the Arabian Nights in Europe and Japan and its re-introduction in the Middle 
East leads to the understanding of the formative mechanism of the mutual image between 
the civilizations. 
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１．研究開始当初の背景 
アラビアンナイト（千一夜物語）は西暦 9～
10 世紀ごろのバグダードで原型が成立し、15
～16 世紀ごろのカイロでほぼ完成した。中東
では忘れられたが、18 世紀のフランス人東洋
学者アントワーヌ・ガランによるフランス語
訳を通して世界文学となった。ヨーロッパ紹
介後のアラビアンナイトは、オリエンタリズ
ムという巨大な文化潮流によって重大な質
的変化を経験し、現代における一般的中東イ

メージ構築への地下水脈としての役割を果
たしてきた。 
 
２．研究の目的 
これまで等閑視されてきた中世イスラーム
社会研究の第一級資料としてのアラビアン
ナイトが持つ社会文化史的意義に着目し、世
界に散在する種々の文献資料の発掘、整理、
分析を通して中東世界における同物語集の
原型、社会的受容、変遷を究明するとともに、
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中世イスラーム文化の基部構造を再構築す
る。具体的には、（１）中東イスラーム世界
におけるガラン訳アラビアンナイト出現以
前（17 世紀以前）のアラビアンナイト形成過
程、（２）ガラン訳アラビアンナイト出現以
降（18 世紀以降）のアラビアンナイト受容に
よる文明間イメージ形成と文学テキスト生
成の相互作用を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
（１）中東イスラーム世界におけるアラビア
ンナイト形成過程の解明のための研究作業 
①形成過程分析のための基礎データ作成 
・写本書誌情報データベース作成 
・アラビア語原典コーパスとアラブ民衆文化

語彙電子辞書の作成 
・物語モティーフ索引の作成 
②アラビアンナイト写本の海外調査 
（２）アラビアンナイト受容による文明間イ
メージ形成と文学テキスト生成の相互作用
の解明のための研究作業 
①受容過程分析のための基礎データ作成 
・欧米・中東・日本におけるアラビアンナイ

ト出版書誌情報データベース作成 
②受容の海外調査ならびに国内調査 
（３）研究情報の共有化および研究総括のた
めの国際ワークショップと国際シンポジウ
ムの開催 
 
４．研究成果 
（１）写本に関する海外調査と書誌情報デー
タベース作成： 欧米の大学や図書館に所蔵
される写本のリストを作成し、形態や内容に
ついて現地調査をおこなった。中東地域につ
いてはトルコ、チュニジア、エジプト、モロ
ッコ、オマーン、さらにインドで調査をおこ
なった。全写本をデジタル化し、写本データ
ベースを作成した。海外の協力者と共同で本
研究がおこなったアラビアンナイト写本の
網羅的調査ならびにデータベース化によっ
て、今後の写本研究の基盤が整備されただけ
でなく、重要な写本の新発見等も含めて写本
伝承や本文形成について新たな知見が得ら
れており、アラビアンナイト写本研究に重要
な貢献をした。例えばオックスフォード大学
図書館では後期異本
として重要なモンタ
ギュー写本の物語写
本断片を発見した。
同断片は本来モンタ
ギュー写本の一部を
形成し、図書館所蔵
になるまでの過程で
当時のアラビアンナ
イト観に従って研究
者が当該写本の組み
合わせを改竄したことを明らかにした。この

発見は欧米所蔵写本群の性格の見直しと写
本形成史の従来の考え方の変更をせまるも
のである。マンチェスター大学図書館所蔵の
写本が挿絵入りであることを「再」発見した
（図は同写本の fol.255b）。ガラン以前の挿
絵入り写本としては初めてのもので、極めて
重要な発見と言える。 

現存する写本の網羅的調査とそのデータ
ベース化は、19 世紀末に主としてフランス国
内所蔵写本を中心に行われて以来の画期的
研究事業であるが、今回の調査では新発見が
相次いでおり、原典テキスト形成過程に関す
る従来の定説を書きかえる可能性が非常に
高い。 
（２）原典コーパスとアラブ民衆文化語彙電
子辞書の作成： カルカッタ第２版の全文テ
キストデータベースを構築し、さらにカルカ
ッタ第２版全体の PDF化テキストを並列して
利用できるようにし、検索されたアラビア文
字列に関して電子テキストデータおよびカ
ルカッタ第２版印刷本の該当箇所 PDFデータ
がウェブ上で閲覧・検索できるようにした、
「アラビアンナイトデータベース検索サイ
ト」（http://www.dhii.jp/ANs/index.html）
を構築し、内外の研究者に公開した。同検索
システムは、アラビアンナイト研究に対して
極めて有効な研究ツールとなるだけでなく、
中世イスラーム社会史研究へ重要な資料分
析ツールとなる。アラブ民衆文化語彙辞書の
作成については、
カルカッタ第二
版日本語訳によ
る文化語彙リス
トをもとにアラ
ビア語原典テキ
ストに対して文
化語彙インデッ
クスを完了した。（図はアラビア語で「シン
ドバード」の名前を検索した画面） 
（３）物語モティーフ索引の作成： 海外研
究協力者であるシロンバル博士より提供さ
れた、アラビアンナイト物語モティーフ索引
「Esquisse d’un index des motifs dans les 
mille et une nuits」を改訂・増補した後、
データベース化のための英語訳を終了し、刊
行にむけての編集作業をおこなった。また物
語モティーフ索引作成ならびに物語構造の
比較分析のための研究補助資料として、ガラ
ン版の日本語訳を電子出版した。本研究で作
成した物語モティーフ索引は、アラビアンナ
イト本文分析のための基本ツールであり、今
後このモティーフ索引をＨＰ上で研究者に
公開することで、世界の物語との比較分析が
飛躍的に促進される。 
（４）欧米・中東・日本における出版書誌情
報データベース作成： 国際的にも有数のコ
レクションである国立民族学博物館所蔵「ア



 

 

ラビアンナイト・コレクション」の書誌情報
データベースを作成し、内外の研究者に公開
した。欧米において 18 世紀に出版されたア
ラビアンナイトの網羅的な書誌目録を作成
した。日本における受容分析の一環として、
明治以降のアラビアンナイト出版物の収集
ならびに書誌情報作成をおこなった。 
 研究の一環で収集した資料として国立民
族学博物館が所蔵するアラビアンナイト・コ
レクションは、世界一級のものである。海外
共同研究者は、同コレクションを活用した研
究書を海外で刊行しており、国内外の大学院
生も関連する研究題目による博士論文の執
筆のためにこれを利用している。このように、
国立民族学博物館ならびに同館を中核とし
て展開している本研究組織は、当該研究の中
心的な国際的センターとして充分に機能し
ている。 
（５）挿絵画像データベース作成： 国立民
族学博物館所蔵「アラビアンナイト・コレク
ション」について、挿絵等に関する画像デー
タベースを作成した。画像の著作権との関係
から同データベースの一般公開はまだであ
るが、研究者には利用可能となっている。同
コレクションは国際的にも認知されており、
作成中の画像データベースを利用して海外
研究協力者のシロンバル博士が有名なプレ
イヤッド叢書から『図説千一夜』を出版した。
また同コレクションの画像を中心に豪華挿
絵入りアラビアンナイト画集がパリの出版
社から刊行される。 
（６）欧米・中東・日本におけるアラビアン
ナイト受容に関する調査： 
①アラビアンナイトの仏訳者として名高い
マルドリュスが遺品として残した関連資料
に対して、遺族との 10 年にわたる交渉の結
果、調査許可を得ることができ、膨大な資料
の目録作成とデジタル保存化の作業をおこ
なった。目録化されたデータをもとに、『ア
ラビアンナイトのフランス語翻訳者、ジョセ
フ・シャルル・マルドリュスの遺贈コレクシ
ョン目録』をフランスの出版社より刊行する
予定である。マルドリュス遺贈コレクション
の中には、翻訳の自筆原稿をはじめ、執筆に
利用した文献やノート類、未発表の原稿、さ
らには私的なドキュメントや著名な文人か
らに私信が多数含まれている。これらの未公
開資料の目録化・デジタル化による調査・分
析は、アラビアンナイト研究史上で画期的な
ものとなるだけでなく、フランス文学研究や
中東地域研究全般にも大きく貢献する。 
②コモロ諸島を中心とするインド洋西部地
域にてアラビアンナイト類話を採集するこ
とができ、インド起源とされてきたアラビア
ンナイト系の物語が現在でもインド洋地域
に分布していることが新たに確認できた。同
調査の成果はモティーフ索引と翻訳を付し

た民話集として現地の研究者と共同で現地
出版社より刊行する予定である。アラビアン
ナイトの起源に関してインド説話との関係
が従来から議論されてきたが、インド洋地域
における民話調査の結果、現在でも多くの類
話が流布していることが判明した。この調査
はアラビアンナイト研究はもちろんのこと、
国際的な民話研究にも大きく寄与する。 
③北アフリカに伝播、より古い枠形式をもつ
「百一夜物語」に関する調査をおこない、現
在の刊本には未利用の写本資料を入手する
ことができた。これをもとに枠物語形式の新
たな分析が可能となった。なお同資料の日本
語訳が出版される。 
④日本における受容についても、特に明治・
昭和前期の欧米文学における受容や、戦後日
本における翻訳・研究・批評・文学・映画・
舞台等の面での受容に関して詳細な書誌学
的研究を国内調査に基づきおこなった。中東
地域については、アラビアンナイト研究の現
状を分析するためにアラビア語研究文献を
収集した。特筆すべきこととして、江戸時代
に舶来したラクダに関する文献ならびに図
版資料を網羅的に調査し、その研究成果に基
づき、国立民族学博物館の西アジア常設展示
リニューアルに際して見世物興行の詳細な
日程と地図を作成、展示した。 
（７）国内および海外での国際研究集会： 
「アビアンナイト写本とテクスト形成の修
辞学ワークショップ」と題した国際ワークシ
ョップを２回開催した。平成 19 年度は、フ
ランスにおけるアラビアンナイト研究の第
一人者であるＭ・シロンバル博士を招へいし、
アラビアンナイト写本とテクスト形成をめ
ぐる最近の研究動向と問題点について討論
した。平成 20 年度は、コモロ民話専門家の
Ｍ・アラウイー博士（国立レユニオン高等美
術学校）を招へいし、インド洋地域での類話
分布について討論した。 

研究分担者の青柳と鷲見がそれぞれオッ
クスフォード大学ラウンドテーブルならび
にカリフォルニア州立大学でのアメリカ比
較文学会年次大会に招待され講演した。また
西尾がアブダビで開催された国際シンポジ
ウムに招待されて講演した。それぞれの報告
は会議の論文集として出版予定である。 

共同研究の総括として国際シンポジウム
「アラビアンナイトのテクスト伝承」（平成
22 年 12 月 18～19 日）を開催した。第１セッ
ション：テクスト伝承の形態、第２セッショ
ン：テクスト伝承と物語構造、第３セッショ
ン：テクスト伝承と文化的変容に分かれて、
海外からの招へい研究者を含めて発表がお
こなわれ、従来の翻訳や研究そのものが当時
のアラビアンナイト観、ひいてはオリエンタ
リズムという時代精神にいかに影響を受け
ていたかを明らかにした。同シンポジウムの



 

 

成果は日本語論集ならびに欧文論集の双方
で公刊する予定である。 

（８）アラビアンナイトとオリエンタリズ
ム的文学空間の解明： 上記のような写本調
査や原典テキストデータベース、物語モティ
ーフ索引データベース等の作成により研究
基盤が整いつつあるとともに、受容過程の分
析を通じて、従来の原典分類・解釈それに基
づく翻訳や研究が当時のアラビアンナイト
観、ひいてはオリエンタリズムという時代精
神にいかに影響を受けていたかが明らかに
なりつつある。『アラビアンナイト』（岩波新
書）と『アラビアンナイトとオリエンタリズ
ム』（NHK ブックス）で、アラビアンナイトと
オリエンタリズム的文学空間という問題系
について議論した。『アラブの音文化』の中
では同じ問題意識のもと「アラブ音楽」とい
う文化伝統がいかに創出されてきたかを議
論した。なお同書は新しい分析概念による共
同研究であることが高く評価され、東洋音楽
学会平成 22 度第 28 回田邊尚雄賞を受賞した。 
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界 アラビアンナイト～ファンタジーの源
流を探る」で 13 回シリーズの講演をおこな
い、2010 年 10 月～12 月にかけてＮＨＫラジ
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